
黒山氏は第１回の試験

に合格し、感染制御専門

薬剤師の第１期生となっ

た。

北里大学病院本院およ

び同東病院において約30

年間、薬剤師として活動

してきたが、勤務し始め

たころは薬剤師による病

棟活動がやっと始まった

ばかりだったという。病

棟活動を展開する中で、

抗生物質委員会の立ち上

げや輸液の通気針からの

汚染、ＩＣＵにおける血管内留置カテーテル

の微生物汚染など、感染制御について多くの

問題に対処してきた。

現在は東病院において院内感染防止委員会

の委員を務める一方、感染対策チームやリン

クナース、感染対策担当者の指導など、多方

面から感染対策に取り組んでいる。

黒山氏が薬剤部長を務める同院は、ベッド

数557床（平均入院患者数約400人）で薬剤師

数が28人、１日約1000人の外来患者が訪れて

いる。22の診療科を持ち、①消化器疾患②神

経・運動器疾患③精神神経疾患――の３治療

センターが設置されていることなどが特徴

だ。

同院の感染対策組織は、病院長の直轄であ

る「院内感染防止委員会」と、その下部組織

の「感染対策チーム（ＩＣＴ）」から成り立

っている。またＩＣＴの下には、六つにグル

ープ分けされたリンクナースと各部門の感染

対策担当者が配置されているのが特徴だ。グ

ループはそれぞれ院内巡視や業務手順、抗菌

薬適正使用、サーベイランスなどの各業務に

役割分担されている。

黒山氏は「私自身が、感染制御専門薬剤師

の認定を取って第一線で活躍するというより

は、私が専門薬剤師の認定を取得したことに

よって、薬剤部全体のレベルアップにつなが

る意味の方が大きい」と語り、第１期の専門

薬剤師としての責務は、後輩の育成が重要と

の考えを示す。

今後の薬剤師の方向性についてう

かがったところ「これからますます

チーム医療の時代になるが、単に医

師や薬剤師、看護師など多職種が集

まって医療を行えばいいのではな

く、各職種が専門性を持って集まっ

て、初めてチーム医療になる」とし、

薬剤師にとって専門性を高めること

の必要性が増すとの見方を示す。

最後に薬学生へのコメントをうか

がったところ、自らのこれまでの活

動を振り返り「私は抗生物質で学位

を取った。直接的に感染制御という

ことではないが、今思えばずっと一

筋の道でつながっていたようにも思

う。これから薬剤師になる若い人たちには、

何か一つ、自分の興味のあることを、専門的

に知識を深めていってもらうといいだろう」

とメッセージを送った。
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今年１月、日本病院薬剤師会による初め

ての専門薬剤師が誕生した。専門薬剤師の

第１号となったのは「感染制御専門薬剤

師」。２日間にわたる講義と試験を受け、

書類審査を経て最終的に35人が感染制御

専門薬剤師となった。専門薬剤師第１期生

の１人、黒山政一氏（北里大学東病院薬剤

部長）に、感染制御専門薬剤師の役割と展

望をうかがった。

日病薬は現在、専門薬剤師の養成に力を入

れており、感染制御や癌、精神・神経、高齢

者医療、ＨＩＶなどの領域で専門薬剤師制度

の確立に取り組んでいる。中でも感染制御が

進んでおり、今年１月に初めての講習会と試

験が実施され、35人の合格者が誕生した。

感染制御専門薬剤師の認定を申請するに

は、５年以上の薬剤師歴や３

年以上の感染制御対策、また

はＩＣＤ資格の保有、感染制

御対策に関する学会発表な

ど、いくつかの要件が定めら

れている。要件を

満たした上で試験

を受け、合格した

後に書類申請が通

れば認定が与えられるが、日病薬

では試験合格のほかに過渡的措置

による専門薬剤師も定めている。

過渡的認定とは、専門薬剤師養

成の指導者を確保する目的で、一

時的に認められている制度。感染

制御では17

人、癌では

41人が認定

を受けた。

なお、癌専

門薬剤師の

第１回認定

試験も今年

度中に行わ

れる見通し

だ。
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